
第 2 4 6 号

平 成 2 7 年 2 月 号

近 畿 地 方 整 備 局

発行：企画部技術調査課

【事故概要】

地盤改良に伴う試掘作業中、掘削が完

了後、工事関係者が掘削孔（幅0.9m、長さ
3.4m、深さ3m）に入り、掘削床面付近の地
盤確認中、掘削側壁が崩壊し、その崩土

の下敷きとなった。

レスキュー隊により救出されたが、その

後、死亡が確認された

原因等については現時点では調査中です。

事故状況

崩落した土

作業員

事故現場



これから迎える年度末は完工時期を迎える工事が多く、さまざまな作業が輻輳して行われることにより労働

災害が多発することが危惧されます。また工事関係者、職種の出入りも多く注意力も低下しやすい時期です。

特に、協調月間内では現場が一体となって労働災害防止活動を積極的に展開し、事故をおこさないように努

めましょう

事故の発生とは別に、盗難事件も発生しています。工事関係者の方におかれましては、今、一度、工事機材の

保管、管理、施錠点検をしっかりと行い、、また、現場内の整理・整頓を行って下さい。

工事が休みの間は第三者が立ち入らないように、立入禁止の明示、バリケードなどの設置、施錠の確認をしっ

かりと行って下さい。

また、現場でのコミュニケーションもしっかりととり、防犯につとめるようにしてください。

昨年の事故発生時間帯

右の図は時間帯別事故発生件

数です。昨年の死亡事故ですが、

重機の下敷き14時20分ごろ、法面
崩落14時15分ごろ、橋梁からの落
下13時23分ごろ。とグラフと一致し
ています（青枠内）

今回の事故は11時20分ごろとこ
ちらも、グラフと一致しています。

（赤枠内）

10時から12時、14時から16時は
事故がおこりやすい時間帯です。

現場での声掛け、適切な休憩、

作業指示、安全対策をしっかりと

おこなって下さい。

今回の事故の発生時間帯


